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國末浩：母音のFFTスペクトルを用いた体運動の構造解析システム
形の形成に大きく影響する成分とは考えられ
ないので，60デシベル未満の成分の日時系列
変化を無視した。60デシベル未満の成分をす
べて60デシベルとして均一化した。Y軸を日
日にとり,60デシベル以上を現す成分の日時
系列を山脈形に表示したものが図3である。
測定データーのない日はX軸に平行な直線で
示されている。
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図2投影平面決定の原理
｢う」
図3各母音の日時系列表示
(8=40｡,d=50.で定まる平面への投影で,Y軸を日
日に,X軸を)(倍振動にとり,Z軸に60デシベル以上
の振幅スペクトルを表している｡）
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4結語
今回報告した解析システムは，体運動を解析するための一つの方法として先に報告した体量
配分計による方法2)－4)等と同様に，有為動作の中に現れる無為動作を抽出し解析して体癖を推
定する方法の一手段でもある。今後，このシステムにより得られたFFTスペクトルと体量配分
計に現れる配分パターンとの相関関係を求めて体癖をより客観的にとらえる方法を検討したい。
また，女性の性周期による体の変化とFFTスペクトルの時系列変化に現れる特徴を関連づけ
る研究をして，性周期による体の波についても解明したい。
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沼 川崎医会誌一般教，20号(1994)
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